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ト
ロ
ッ
コ
列
車
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VV


0

ト
ロ
ッ
コ
列
車
と
い
え
ば
京


2
都
の
嵐
山
の
ト
ロ
ッ
コ
列
車
が


月
有
名
で
す
。 

V
ト
ロ
ッ
コ
は
ち


5

と
ち
と
荷
物
輸
送
用
の
小
型
貨


年
車
で
す
。
車
や
通
常
の
列
車
が


壬
入
れ
な
い
揚
所
に
レ

i
ル
を
敷


じ
い
て
走
ら
せ
た
箱
型
車
両
で


一 

ガ
タ
ン
ゴ
ト
ン
と
人


1

す。

  

5

力
で
ゆ
っ
く
り
走
る
素
朴
な
貨


>
車
の
イ
メ
ー
ジ
が
ぴ
っ
た
り
で


号
す
。 

鉄
道
マ
ニ
ア
の
鉄
男
・


4
鉄
子
の
皆
さ
ん
は
ご
葎
知
の
こ


第
と
と
思
い
ま
す
が
、
市
原
市
の


く
五
井
駅
か
ら
上
総
中
野
駅
ま
で


小
湊
銭
道
が
走
っ
て
い
ま
す
。


信 

こ
の
小
湊
線
に
ト
ロ
ッ
コ
列


通
車
が
上
総
牛
久
駅
か
ら
養
老
渓


晴
谷
駅
ま
で
走
っ
て
い
ま
す
。
日


日
々
の
喧
騒
に
ス
ト
レ
ス
を
抱
え


て
い
る
人
、
五
感
で
自
然
を
満

喫
し
だ
い
人
に
お
勧
め
で
す

太
陽
を
遮
る
天
井
は
ガ
ラ
ス
張

り
、
客
車
の
壁
面
を
取
り
払
い
、

か
つ
て
小
湊
線
で
大
活
躍
し
た

し
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
ク
リ

ー
ン
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
が
引
っ
張

る
ト
ロ
ッ
コ
列
車
で
す
。 

養

老
川
沿
い
の
豊
か
な
自
然
や
渓

谷
美
。
片
道
約 
1
時
間
、
香
の

桜
や
菜
の
沼
、
夏
の
新
緑
、
釈

の
紅
葉
、
冬
の
枯
野
や
時
に
は

雪
景
色
と
、
四
季
折
々
の
そ
れ

ぞ
れ
に
違
っ
た
風
景
を
楽
レ
め

ま
す
。
日
常
忘
れ
が
ち
な

ωを

S癒
や
し
て
く
れ
る
房
総
に
残
さ


れ
た
里
山
の
原
風
景
を
見
に
行


き
ま
せ
ん
か
。 

ト
ロ
ッ
コ
列


車
の
運
転
時
刻
、
座
席
の
予
約
、


ア
ク
セ
ス
等
の
詳
細
は
「
小
湊


V

錨
道
・
里
山
ト
ロ
ッ
コ
」
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い 
V
か
こ
さ
と

し
著
小
湊
織
道
沿
線
の
旅
『
出

発
進
行
!
里
山
ト
ロ
ッ
コ
列 V

車
』
が
刊
行
さ
れ
ま
レ
た
。

V

。
使
え
る
大
和
言
葉
4

次
の
ゴ
シ
ッ
ク
の
語
の
読
み
と
意
味

①
早
乙
女
が
田
植
え
を
す
る
。

②
秋
の
鏡
草
が
庭
に
咲
く
。

③
先
生
の
説
明
が
熱
る
。

④
先
週
に
続
き
、
今
週
ち
慌
し
。

⑤
息
の
緒
の
大
切
さ
が
分
か
る

⑥
青
嵐
が
た
な
び
い
て
い
る
。

⑦
会
社
は
勢
ふ
一
万
だ
。

⑧
今
の
は
私
の
空
音
で
し
た
。

⑨
ベ
テ
ラ
ン
の
職
人
は
さ
す
が

に
巧
み
な
印
象
だ
っ
た
。

⑩
人
生
は
長
路
の
よ
う
で
あ
る

ハ
読
み
・
意
味
〉

⑦
さ
お
と
め
。
回
一
種
え
を
す
る
女
性

②
あ
き
の
か
が
み
ぐ
さ
。
朝
顔

③
ほ
と
ほ
る
。
熱
が
こ
も
る
。

④
あ
わ
た
だ
し
。
忙
し
い
。

⑤
い
き
の
を
。
命
。
呼
吸
。

⑥
せ
い
ら
ん
。
霞

⑦
い
き
ほ
ふ
。
栄
え
る
。

⑧
そ
ら
ね
。
空
耳
。
幻
聴
。

⑨
疋
く
み
。
手
際
が
よ
い
。

⑩
な
が
ぢ
。
遥
か
な
道


